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◆
令
和
４
年
度
三
鷹
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

そ
れ
ぞ
れ
３
億
３
千
677
万
３
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を
790
億
５ 

千
27
万
６
千
円
と
す
る
も
の
で

す
。
主
な
内
容
と
し
て
は
、
歳

出
予
算
に
お
い
て
、
物
価
高
騰

対
策
子
育
て
応
援
給
付
金
給
付

事
業
費
の
計
上
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業

費
の
増
額
を
行
う
も
の
で
す
。

市
長
提
出
議
案

議
員
提
出
議
案

条
　
例

補
正
予
算

意
見
書

そ
の
他

条
　
例

新型コロナ対策のため設置され
る簡易陰圧装置（イメージ図）

第
４
回
臨
時
会

可
決
し
た

　
　
議
案

第
４
回
定
例
会

可
決
し
た

　
　
議
案

◆
三
鷹
市
福
祉
Ｌ
ａ
ｂ
ｏ
ど
ん

ぐ
り
山
条
例

　

在
宅
医
療
・
介
護
に
係
る
研

究
事
業
と
介
護
人
財
の
育
成
事

業
を
通
じ
て
、
高
齢
者
が
住
み

慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら

し
続
け
ら
れ
る
社
会
づ
く
り
を

実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
し 

て
、
三
鷹
市
福
祉
Ｌ
ａ
ｂ
ｏ
ど

ん
ぐ
り
山
を
設
置
す
る
も
の
で

す
。

◆
三
鷹
市
個
人
情
報
保
護
条
例

　

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る

法
律
の
一
部
改
正
を
踏
ま
え
、

個
人
情
報
の
適
正
な
取
扱
い
を

確
保
し
て
個
人
情
報
を
保
護
す

る
と
と
も
に
、
個
人
情
報
の
開

示
請
求
等
の
権
利
を
保
障
す
る

こ
と
で
、
市
民
の
基
本
的
人
権

を
守
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も

の
で
す
。

◆
三
鷹
市
個
人
情
報
保
護
条
例

の
全
部
改
正
に
伴
う
関
係
条
例

の
整
備
に
関
す
る
条
例

　

三
鷹
市
個
人
情
報
保
護
条
例

の
全
部
改
正
に
伴
い
、
情
報
公

開
請
求
に
つ
い
て
決
定
期
限
の

規
定
を
改
め
、
適
切
な
運
用
を

図
る
た
め
の
規
定
を
設
け
る
と

と
も
に
、
非
常
勤
の
特
別
職
職

員
に
つ
い
て
職
名
の
変
更
及
び

職
の
新
設
を
す
る
ほ
か
、
三
鷹

市
特
定
個
人
情
報
保
護
条
例
を

廃
止
す
る
こ
と
と
し
、
併
せ
て

規
定
の
整
備
を
行
う
も
の
で 

す
。

◆
三
鷹
市
市
民
体
育
施
設
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

三
鷹
市
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
の
個
人
使
用
の
場
合
、
回

数
券
を
使
用
で
き
る
も
の
と
す

る
ほ
か
、
三
鷹
市
大
沢
野
川
グ

ラ
ウ
ン
ド
駐
車
場
の
使
用
料
の

額
を
改
定
す
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
自
転
車
の
安
全
で
適

正
な
利
用
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

サ
イ
ク
ル
シ
ェ
ア
事
業
を
廃

止
す
る
と
と
も
に
、
三
鷹
台
第

２
駐
輪
場
及
び
三
鷹
台
第
５
駐

輪
場
並
び
に
三
鷹
駅
南
口
サ
イ

ク
ル
シ
ェ
ア
駐
輪
場
を
廃
止
す

る
ほ
か
、
規
定
を
整
備
す
る
も

の
で
す
。

◆
三
鷹
市
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
　

東
京
都
人
事
委
員
会
勧
告
に

伴
い
、
東
京
都
に
準
じ
て
若
年

層
の
給
料
表
の
改
定
及
び
勤
勉

手
当
の
支
給
率
の
改
定
を
行
う

と
と
も
に
、
給
料
の
切
替
え
に

よ
る
経
過
措
置
を
廃
止
す
る
も

の
で
す
。

◆
三
鷹
市
常
勤
の
特
別
職
職
員

の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

◆
三
鷹
市
議
会
議
員
の
議
員
報

酬
、
期
末
手
当
及
び
費
用
弁
償

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

常
勤
の
特
別
職
職
員
及
び
市

議
会
議
員
の
期
末
手
当
の
支
給

率
を
、
一
般
職
職
員
に
対
す
る

東
京
都
人
事
委
員
会
の
勧
告
に

準
じ
引
き
上
げ
る
も
の
で
す
。

市
長
提
出
議
案

◆
令
和
４
年
度
三
鷹
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

そ
れ
ぞ
れ
７
億
２
千
115
万
３
千 

円
を
追
加
し
、
総
額
を
797
億
７ 

千
142
万
９
千
円
と
す
る
と
と
も

に
、
債
務
負
担
行
為
の
補
正
を

行
う
も
の
で
す
。
主
な
内
容
と

し
て
は
、歳
出
予
算
に
お
い
て
、

芸
術
文
化
施
設
管
理
関
係
費
の

増
額
、
国
庫
支
出
金
等
超
過
収

入
額
返
還
金
の
増
額
、
高
齢
者

施
設
等
感
染
症
対
策
設
備
整
備

推
進
事
業
費
の
計
上
、
大
沢
台

小
学
童
保
育
所
整
備
事
業
費
の

計
上
、
北
野
小
学
童
保
育
所
整

備
事
業
費
の
計
上
、
職
員
人
件

費
そ
の
他
の
増
額
、
下
水
道
事

業
支
出
金
の
増
額
、
学
校
管
理

運
営
費
の
増
額
等
を
行
う
も
の

で
す
。

◆
令
和
４
年
度
三
鷹
市
国
民
健

康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

そ
れ
ぞ
れ
１
億
１
千
634
万
６
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を
185
億
804 

万
３
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

主
な
内
容
と
し
て
は
、
歳
出
予

算
に
お
い
て
、
国
庫
支
出
金
等

超
過
収
入
額
返
還
金
の
増
額
を

行
う
も
の
で
す
。

◆
令
和
４
年
度
三
鷹
市
介
護
保

険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

そ
れ
ぞ
れ
２
億
１
千
674
万
３
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を
146
億
５ 

千
988
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

主
な
内
容
と
し
て
は
、
歳
出
予

算
に
お
い
て
、
介
護
保
険
保
険

給
付
費
準
備
基
金
積
立
金
の
増

額
、
国
庫
支
出
金
等
超
過
収
入

額
返
還
金
の
増
額
、
一
般
会
計

繰
出
金
の
増
額
を
行
う
も
の
で

す
。

◆
令
和
４
年
度
三
鷹
市
下
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　

収
益
的
収
入
及
び
支
出
の
補

正
で
、
東
部
水
再
生
セ
ン
タ
ー

等
の
下
水
道
施
設
の
電
気
料
の

不
足
に
伴
い
経
費
を
増
額
す
る

も
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
３
千
592
万

円
を
追
加
し
、
収
入
の
総
額
を

35
億
１
千
261
万
４
千
円
、
支
出

の
総
額
を
32
億
３
千
571
万
２
千

円
と
す
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
大
沢
野
川
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ

い
て

　

指
定
管
理
者
に
、
公
益
財
団

法
人
三
鷹
市
ス
ポ
ー
ツ
と
文
化

財
団
を
指
定
す
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
四
小
学
童
保
育
所
Ａ

等
及
び
三
鷹
市
む
ら
さ
き
子
ど

も
ひ
ろ
ば
の
指
定
管
理
者
の
指

定
に
つ
い
て

　

指
定
管
理
者
に
、
株
式
会
社 

日
本
保
育
サ
ー
ビ
ス
を
指
定
す

る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
下
連
雀
こ
で
ま
り
学

童
保
育
所
の
指
定
管
理
者
の
指

定
に
つ
い
て

　

指
定
管
理
者
に
、
株
式
会
社 

ポ
ピ
ン
ズ
エ
デ
ュ
ケ
ア
を
指
定

す
る
も
の
で
す
。

人
　
事

◆
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推

薦
に
つ
い
て

　

寺
本　

修
子
氏
（
再
任
）

　

板
橋　

利
定
氏
（
再
任
）

　

武
本
明
日
香
氏
（
再
任
）

　

田
原　

遊
太
氏
（
再
任
）

◆
損
害
賠
償
の
額
の
決
定
及
び

和
解
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

市
道
第
318
号
線
の
三
鷹
市 

井
口
三
丁
目
付
近
に
お
い
て
、

自
転
車
走
行
中
に
転
倒
し
た 

際
、
鋭
利
に
突
出
し
た
塩
化
ビ

ニ
ル
管
に
左
手
の
平
を
つ
い
て

負
傷
し
た
こ
と
に
関
し
、
損
害

賠
償
の
額
を
決
定
す
る
と
と
も

に
和
解
契
約
の
締
結
を
行
う
も

の
で
す
。

指
定
管
理
者
の
指
定

◆
三
鷹
市
議
会
の
個
人
情
報
の

保
護
に
関
す
る
条
例

　

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る

法
律
の
一
部
改
正
を
踏
ま
え
、

議
会
に
お
け
る
個
人
情
報
の
適

正
な
取
扱
い
に
関
し
必
要
な
事

項
を
定
め
、
議
会
の
事
務
の
適

正
か
つ
円
滑
な
運
営
を
図
り
つ

つ
、
個
人
の
権
利
利
益
を
保
護

し
、
市
民
の
基
本
的
人
権
を
守

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で

す
。

◆

知
的
障
が
い
者
・
知
的
障
が

い
行
政
の
国
の
対
応
拡
充
を
求

め
る
意
見
書

　

身
体
障
が
い
者
は
「
身
体
障

害
者
福
祉
法
」
で
定
義
さ
れ
、

精
神
障
が
い
者
は
「
精
神
保
健

及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す

る
法
律
」
で
定
義
さ
れ
て
い 

る
。
と
こ
ろ
が
、
知
的
障
が
い 

者
に
関
し
て
は
、「
知
的
障
害

者
福
祉
法
」
で
知
的
障
が
い
者 

に
対
す
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
規 

定
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
知
的 

障
が
い
、
あ
る
い
は
知
的
障
が 

い
者
の
定
義
は
規
定
さ
れ
て
い 

な
い
。
ま
た
、
身
体
障
が
い 

者
、精
神
障
が
い
者
、知
的
障
が

い
者
の
手
帳
制
度
に
つ
い
て
、

身
体
障
が
い
者
と
精
神
障
が
い 

者
の
手
帳
は
、
法
律
に
基
づ
き

交
付
・
運
営
さ
れ
て
い
る
が
、

知
的
障
が
い
者
の
療
育
手
帳
の

制
度
は
、
厚
生
事
務
次
官
通
知

に
基
づ
き
各
都
道
府
県
知
事
等

の
判
断
に
よ
り
実
施
要
綱
を
定 

め
、交
付
・
運
営
さ
れ
て
い
る
。

知
的
障
が
い
に
つ
い
て
は
自
治

体
に
よ
り
障
が
い
の
程
度
区
分

に
差
が
あ
り
、
ま
た
各
判
定
機

関
に
お
け
る
ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ン

に
も
差
が
生
じ
て
い
る
。
自
閉

症
の
方
へ
の
手
帳
交
付
は
、
都

道
府
県
に
よ
っ
て
対
応
が
異
な 

っ
て
い
る
。実
際
に
、「
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
」
を
交
付

す
る
と
こ
ろ
、「
療
育
手
帳
」
を

交
付
す
る
と
こ
ろ
、
そ
の
両
方

を
交
付
す
る
と
こ
ろ
等
、
様
々

な
自
治
体
が
あ
る
。
よ
っ
て
、

本
市
議
会
は
、
政
府
に
対
し
、

国
際
的
な
知
的
障
が
い
の
定
義

や
、
自
治
体
の
負
担
等
も
踏
ま

え
た
判
定
方
法
や
基
準
の
在
り

方
の
検
討
を
踏
ま
え
、
知
的
障

が
い
行
政
・
手
帳
制
度
を
国
の

法
律
に
よ
る
全
国
共
通
の
施
策

と
し
て
展
開
す
る
こ
と
を
強
く

求
め
る
。

◆

地
域
公
共
交
通
維
持
の
た
め

財
政
支
援
拡
充
を
求
め
る
意
見

書
　

誰
も
が
移
動
し
や
す
い
利
便

性
の
高
い
都
市
の
実
現
に
向 

け
、
地
域
の
特
性
に
即
し
た
地

域
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

形
成
を
促
進
す
る
こ
と
が
重
要

と
な
っ
て
い
る
。
本
市
で
は
、

本
年
10
月
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
の
見
直
し
に
向
け
た
実
証

運
行
が
ス
タ
ー
ト
し
、
地
域
住

民
の
生
活
交
通
を
確
保
・
維
持

す
る
取
組
を
進
め
て
い
る
。
今

後
、
人
口
減
少
に
加
え
、
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
公
共
交
通

利
用
者
が
減
少
す
る
な
ど
、
公

共
交
通
事
業
者
や
支
援
を
行
う

地
方
公
共
団
体
の
負
担
が
よ
り

大
き
く
な
る
こ
と
が
想
定
さ 

れ
、
事
業
の
維
持
が
困
難
に
な

る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
路
線

の
縮
小
や
撤
退
が
進
む
な
ら 

ば
、「
日
常
生
活
等
に
必
要
不

可
欠
な
交
通
手
段
の
確
保
等
や

高
齢
者
、
障
が
い
者
、
妊
産
婦

等
の
円
滑
な
移
動
の
た
め
の
施

策
等
の
国
民
等
の
日
常
生
活
ま

た
は
社
会
生
活
に
お
け
る
交
通

に
対
す
る
基
本
的
な
需
要
が
適

切
に
充
足
さ
れ
る
よ
う
に
す

る
」
と
の
交
通
政
策
基
本
法
の

趣
旨
の
達
成
も
困
難
に
な
り
か

ね
な
い
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

な
ど
の
地
域
公
共
交
通
は
、
乗

客
が
少
な
い
赤
字
路
線
で
あ
っ

て
も
、
利
用
す
る
高
齢
者
や
学

生
ら
を
は
じ
め
、
交
通
弱
者
に

と
っ
て
、
な
く
て
は
な
ら
な
い

生
活
の
足
で
あ
る
。
地
球
温
暖

化
等
環
境
問
題
へ
の
対
応
も
含

め
、
公
共
交
通
が
そ
の
機
能
を

十
分
に
発
揮
し
、
真
に
活
力
あ

る
地
域
や
経
済
社
会
を
つ
く
っ

て
い
く
た
め
に
は
、
公
共
交
通

に
対
す
る
財
政
支
援
の
さ
ら
な

る
拡
充
が
求
め
ら
れ
る
。
東
京

都
市
長
会
も
、
令
和
５
年
度
東

京
都
予
算
編
成
に
対
す
る
要
望 

事
項
の
中
で
、
地
域
に
密
着
し

た
重
要
な
交
通
手
段
で
あ
る
地

域
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

形
成
・
維
持
へ
の
支
援
を
求
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
よ
っ

て
、
本
市
議
会
は
、
政
府
及
び 

東
京
都
に
対
し
、
地
域
公
共
交

通
維
持
・
拡
充
の
た
め
、十
分 

な
財
政
支
援
を
行
う
よ
う
、
次

の
事
項
を
強
く
要
望
す
る
。
（1）

交
通
政
策
基
本
法
第
13
条
の
財 

政
上
の
措
置
、
と
り
わ
け
地
域 

公
共
交
通
の
維
持
・
確
保
の
た 

め
の
予
算
を
充
実
す
る
こ
と
。

（2）
多
摩
地
域
に
お
け
る
地
域
に 

密
着
し
た
重
要
な
交
通
手
段
で

あ
る
地
域
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
形
成
・
維
持
へ
の
支
援

の
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

に
対
す
る
補
助
制
度
の
拡
充
を 

図
る
こ
と
。
（3）
東
京
都
シ
ル
バ 

ー
パ
ス
事
業
に
お
け
る
運
賃
補

償
の
財
政
支
援
を
拡
充
す
る
こ

と
。
（4）
運
行
経
費
に
対
す
る
補

助
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
収

支
状
況
が
悪
化
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
運
行
開
始
か
ら
３
年
間

と
な
っ
て
い
る
補
助
期
間
及
び

補
助
要
件
の
見
直
し
を
行
い
、

継
続
的
か
つ
地
域
の
実
情
に
合

致
す
る
支
援
策
を
講
じ
る
こ 

と
。
（5）
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に

対
し
て
、
シ
ル
バ
ー
パ
ス
制
度

を
適
用
で
き
る
よ
う
制
度
の
拡

充
等
の
対
応
を
図
る
こ
と
。
（6）

デ
マ
ン
ド
型
交
通
の
実
証
実
験

（
調
査
費
、
実
証
実
験
実
施
経

費
）
に
対
し
、
技
術
面
・
財
政

面
か
ら
の
支
援
を
継
続
・
拡
充

す
る
こ
と
。


